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森づくりは
半ば科学、半ば芸術

ハインリッヒ・コッタ

Johann Heinrich Cotta (1763-1844)
https://commons.wikimedia.org/wiki/Category:Jo
hann_Heinrich_Cotta#/media/File:Heinrich_Cotta
_1833.jpg



多様性はイノベーションの価値を高める
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「集合知」の有効性は
科学的に立証されている

Science 2010年10月29日号所収論文 (Williams Woolley et al.)

• 699名を被験者に2～5人のグループを形成

• パズルやブレーンストーミング、集団での価値判断などの作業

• 作業後の被験者の知的パフォーマンスをコンピュータ対戦型の
チェッカーゲームの勝敗などで測定

• 集合知による知的能力の向上: 統計上有意に観察

• 「Cファクター」: 人々が一緒に作業することで高まる知的能力

• グループメンバー個人の知的能力にはさほど相関しない

• 社会的感応度の高さに正の相関

• 「相手の表情を読む」すなわち「空気を読む」能力

• グループ内の女性の多さに正の相関

• 女性は一般的に社会的感応度が高いとされる

• 少数のメンバーが会話を独占するグループでは負の相関
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学際的研究組織
ポスト
研究会開催のファンドも有

XXの国全体では
○○地区に
集中的にポスト配分

欧州
における研

究機関HPの図
（割愛）



最近のEUでの経験

男性がマイノリ
ティ
男女比
若手構成比
地域比
専門比
ファンドへも影響
。。。

WORLD BIODIVERSITY FORUM
FORUM 2022   

Scientific Steering Committee
https://www.worldbiodiversityforum.org/
de/organisatoren

IASC 
One-Day Virtual Conference on 
Food Commons in Europe and Beyond
https://2021food.iasc-commons.org/



2021年度戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発）提案募集公募要項（PDF：3,018KB）
https://www.jst.go.jp/ristex/proposal/files/suggestion_stipolicy_boshu_20210402.pdf

RISTEX プログラム

https://www.jst.go.jp/ristex/proposal/files/suggestion_stipolicy_boshu_20210402.pdf


文理融合研究のあり方とその推進方策 ～持続可能な資源管理に関する研究開発領域を例として～
https://www.jst.go.jp/crds/report/CRDS-FY2021-RR-06.html



大型プロジェクト は変化の好機
⇒ 共通のフィールド 問題意識 手法
終わると 「元の木阿弥」をどう避ける？

⇒WPIの設置, Global COE 等の後に産学連携
学外の組織（NPO、一般社団の活用も）
学生 地域人材の起業の支援
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名古屋大学大学院
環境学研究科 HPより



超学際性

社会と考え、実践する
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Future Earth

• 持続可能な地球社会の実現をめざ
す包括的な国際協働研究のプラッ
トフォーム

• 学術コミュニティと社会のパート
ナーが協働する基盤を提供、分野
を超えた統合的な研究を社会と共
に推進

Future Earthの取り組み内容：

• Science based Targets

• Annual Scientific Report



日本学術会議の関与



受益構造を知る
サービスを見える化

環境・資源の把握
モニタリング

変化を引き起こしている要因

対話のための見える化

なぜ変化するのか
(Driver) に注目

国内外で 受益 と 負担 が複雑に

⇒国際、現場レベルのステークホルダー間の調整・対話が必要

社会システム・価値も重要



21



オンラインのWSの実施
フューチャー・デザイン手法

波瀬むらづくり協議会より提供

2021年4月 松阪市飯高地域宮前、波瀬地区及びオンラインにて開催



中日新聞 (ローカル版)連載
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（2021.7.10）

（2021.8.7）

（2021.9.4）

中日新聞松阪・紀勢版 RISTEXメンバーで
名古屋大学 共発展センター 公開



ご清聴ありがとうございました
Facebook やっています！
修士・博士も募集中！

香坂 玲 https://kohsaka-lab.jp/

https://www.facebook.com/kohsaka.jp

kohsaka@hotmail.com

https://kohsaka-lab.jp/
https://www.facebook.com/kohsaka.jp

